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１．教員紹介・主な研究分野  
 私はこれまで国内外のさまざまな場所・地域で、困難な状況で生活をされている人々と多く

出会い、交流しながらソーシャルワーク実践をしてきました。それらの出会いから「誰もが安

心して主体的に暮らす」ことを研究テーマにしています。地域に根ざした取り組みやネットワ

ーク構築に関する研究、開発途上国における福祉課題に関する研究、対人援助専門職のソーシ

ャルワーク実践に関する研究を行っています。近年深い関心を持っているのは、保育者のソー

シャルワーク実践に関する研究です。本学では、子どもとその家庭の背景をふまえ、地域での

子育て支援を重視できる保育者を養成しています。 
福祉社会科学修士。保育士・社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士。 

 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 田中美樹・吉川未桜・吉田麻美・中原雄一・杉野寿子・池田孝博「入院中の子どもを支える保

育士と看護師の専門性を活かした協働 第 1 報－業務内容の現状分析－」福岡県立大学看護学

部紀要第 20 巻，2023 年 3 月 
・ 吉川未桜・田中美樹・吉田麻美・中原雄一・杉野寿子・池田孝博「入院中の子どもを支える保

育士と看護師の専門性を活かした協働 第 2 報－協働の現状と課題－」福岡県立大学看護学部

紀要第 20 巻，2023 年 3 月 
・ 田中美樹・吉川未桜・吉田麻美・杉野寿子・中原雄一・池田孝博「新型コロナウイルス感染症

拡大による入院中の子どもを支える上での看護師と保育士の困難感」福岡県立大学人間社会学

部紀要第 31 巻 2 号，2023 年 3 月 
・ 杉野寿子・吉川未桜・田中美樹・吉田麻美・池田孝博・中原雄一「入院中の子どもの権利と家

族の QOL に関する課題」福岡県立大学人間社会学部紀要第 31 巻第 1 号，2022 年 
・ 吉浦朱音・杉野寿子「保育所でのソーシャルワーク実践－日常の子育て支援からの考察－」保

育ソーシャルワーク学研究第 8 号，2022 年 
・ 杉野寿子「乳児院での実習」『福祉施設実習テキストブック』栗山宣夫・小林徹編著，建帛社，

2022 年 
・ 杉野寿子「福祉型障害児入所施設での実習」『福祉施設実習テキストブック』栗山宣夫・小林徹

編著，建帛社，2022 年 
・ 杉野寿子・稲葉美由紀・西垣千春「SDGs と地域共生社会の視点による社会福祉実践－多様な

社会ニーズに対応する事例から－」草の根福祉第 51 号，社会福祉研究センター，2021 年 
・ 池田孝博・杉野寿子・大久保淳子・鷲野彰子・中原雄一・伊勢慎「保幼小連携におけるアプロ

ーチカリキュラムに関する研究の動向と課題」福岡県立大学人間社会学部紀要第 29 巻第 2 号, 
2021 年 

・ 杉野寿子・田中美樹・吉川未桜・吉田麻美・中原雄一・池田孝博「保育士養成課程における保

健・健康の学びに関する研究」福岡県立大学人間社会学部紀要，第 29 巻第 1 号, 2020 年 



・ 杉野寿子「第 1 章 子ども家庭支援の意義と必要性」『保育と子ども家庭支援論』井村圭壮・今

井慶宗編著，勁草書房，2020 年 
・ 杉野寿子「Lesson26 社会福祉施設と権利擁護」「Lesson31 家庭（保護者）の状況と支援方法

について学ぶ」『Let's have a dialogue！ ワークシートで学ぶ施設実習』和田上貴昭・那須信

樹・原孝成編著，同文書院，2020 年 
・ 杉野寿子「Lesson31 家庭（保護者）の状況と支援方法について学ぶ」『Let's have a dialogue！ 

ワークシートで学ぶ施設実習』和田上貴昭・那須信樹・原孝成編著，同文書院，2020 年 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 杉野寿子・牧海月「保育所における外国にルーツのある子どもとその家庭への支援－保育者へ

のアンケートとインタビュー調査より－」日本保育ソーシャルワーク学会第 8 回研究大会口頭

発表，2023 年 1 月 
・ 杉野寿子・稲葉美由紀・西垣千春「多様化する社会ニーズに対応する社会福祉実践－SDGs と

地域共生社会の視点から－」日本社会福祉学会第 69 回秋季大会ポスター発表，2021 年 9 月 
 <報告書> 

・ 細井勇・伊藤篤・鬼塚香・稲葉美由紀・杉野寿子・三上邦彦・森茂起「イギリスにおける児童ケ

アとソーシャルペダゴジー：スコットランド及びロンドン訪問調査報告書」『2019 年度科研費

研究報告書』2020 年 
 

 ③過去の主要業績 
・ 杉野寿子・吉田茂・佐藤陽子「保育者のソーシャルワークの意識に関する研究：意識調査から

みた保育者の認識と実践の関係」保育ソーシャルワーク学研究第 5 号，2019 年 
・ 杉野寿子・稲葉美由紀「フィリピンの貧困と社会開発的アプローチ－あるソーシャルビジネス

の取組みから－」地域福祉サイエンス第 3 号，2016 年 
・ 杉野寿子「ヨルダンにおける障害に関する意識調査－近年の意識傾向を探る－」  社会福祉

科学研究第 4 号，2015 年 
 
３．外部研究資金 
・ 科学研究費補助金・基盤研究（B）細井勇代表「児童の代替的ケアをめぐる国際比較研究－日本、

韓国、イギリス、ドイツを中心に」（2018～2022 年度）研究分担者 
・ 科学研究費補助金・基盤研究（C）稲葉美由紀代表「Meeting Human Needs in Today’s World: 

The Role of Social and Solidarity Economy, Sustainable Development, and Empowerment-
Oriented Community Development Strategies in Japan」（2018～2022 年度）研究分担者 

 
４．受賞 

 
 



５．所属学会 
・ 日本社会福祉学会 
・ 日本地域福祉学会 
・ 日本保育ソーシャルワーク学会 
・ 日本ソーシャルペダゴジー学会 

 
６．担当授業科目 

 

〈学部〉社会福祉Ⅰ（2 単位・1 年後期）、社会的養護Ⅰ（2 単位・2 年前期）、子ども家庭支援

論（2 単位・2 年後期）、子育て支援（1 単位・4 年前期）、社会福祉Ⅱ（2 単位・4 年後期）、保

育実習指導Ⅰ（2 単位・2～3 年通年）、保育実習指導Ⅱ-B（2 単位・3 年後期）、保育実習Ⅰ（4
単位・3 年前期）、保育実習Ⅱ-B（2 単位・3 年後期）、演習（2 単位・3 年通年）、演習（2 単位・

4 年前期）、卒業論文（6 単位・4 年後期） 
〈大学院〉子どもの福祉研究（2 単位・前期）、子どもの福祉演習（2 単位・後期）、教育課題研

究 B（2 単位・後期）、子ども教育実践実習Ⅱ（1 単位・前期）、子ども教育実践実習Ⅰ（1 単位・

後期）地域教育課題演習（2 単位・前期）、特別研究（4 単位・1～2 年） 
 
７．社会貢献活動 
・ 田川市子ども・子育て会議会長 
・ 田川市農業委員会委員 
・ 香春町子ども・子育て会議会長 
・ 福岡県教育振興審議会社会教育部会委員 
・ 福岡県教育振興審議会学校教育部会委員 
・ 行橋市保育園整備等検討委員会委員 
・ 京築教育事務所発達障がい児等教育継続支援事業巡回相談員 
・ 築上郡教育支援委員会主催教育相談・教育診断委員 
・ 福岡県幼児教育アドバイザー 

 
８．学外講義・講演 
・ 北九州市保育士等キャリアアップ研修（基礎）「保護者支援・子育て支援」講師 
・ 北九州市保育所（園）中堅保育士研修「保護者に対する相談援助について」講師 

 
９．附属研究所の活動等 
・ 2022 年度研究奨励交付金（重点領域研究）「子どもの最善の利益のための看護師と保育士の協

働と連携に関する研究」（研究代表者） 
・ 2022 年度研究奨励交付金（COC 研究）「炭鉱閉山よる児童の問題から引揚孤児問題ヘ－福岡県

を中心に」（研究分担者） 
・ 公開講座Ⅱ「筑豊の炭鉱閉山期、『筑豊の子供を守る会』の活動を振り返る」実行委員，2023 年

2 月 11 日  


